
学会報告

はじめに
　先日開催された第 8 回日本リハビリテーション医学会秋
季学術集会（開催日：2024 年 11 月 1 日～ 3 日、会場：岡
山コンベンションセンター）にて、「動画を用いた基本動
作時間の自動算出と人の算出結果との関連性について」を
テーマに発表を行いました。本学術集会は、リハビリテー
ション分野の研究者が集い、最新の知見を共有する重要な
場です。本報告では、発表内容と学会で得られた成果につ
いて報告いたします。
　
発表内容
1．研究背景と目的
・�リハビリテーションプログラム内容は、プログラムを立

案する個人間の差があり、その解消を目指して、簡便か
つ客観的な状況評価が可能なシステムの必要性を説明
しました。

・�動画から AI による姿勢推定技術を活用し、動作時間や
速度の自動算出を行い、人的評価との関連性を検討した
結果を紹介しました。

2．研究手法
・�データ収集方法と分析手法を詳細に説明しました。
・�具体的には、起立着座に要する時間・タンデム立位保持

時間・歩行スピードを対象に、自動算出と人的計測結果
の結果をピアソン相関係数で評価しました。

3．主な結果
・�自動算出と人的計測結果の間には極めて強い相関を確認

しました。
・�ピアソン相関係数はそれぞれ、歩行で 0.975、起立着座

動作で 0.998、タンデム立位保持で 0.951 と、ほぼ同等
の結果が得られました。

・�これにより、自動計測の信頼性と実用性を強調しました。
4．結論と今後の課題
　本研究の意義を再確認するとともに、現時点での限界点
や今後の研究の方向性を示しました。
　

学会での反響
　発表後、複数の参加者から質疑応答や意見交換が行われ
ました。特に、以下の指摘や助言が印象的でした。
・�診療時にスマートフォンのみでの簡便な定量評価として

の実用化可能性。
・�人的計測との差異は、測定者の誤差が影響している可能

性があるとのアドバイス。
　これらの意見をもとに、研究の方向性をさらに発展させ
る具体的なアイデアを得ることができました。
　
学会全体の印象
　本学術集会を通じて、リハビリテーション分野における
最新動向を把握することができました。特に、災害支援に
関する研究発表は自身の研究にも大いに参考となりまし
た。また、他大学や企業の研究者と情報交換し、今後の研
究の質向上に向けた建設的な議論を行う貴重な機会とな
りました。
　
さいごに
　本学術集会での発表を通じて、研究成果の共有と多くの
フィードバックを得ることができました。これにより、リ
ハビリテーション分野における自身の研究の位置付けを
再認識し、今後の課題に取り組む意欲が高まりました。今
後も、学術集会で得た知見を活かし、さらなる研究発展に
努めてまいります。
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